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 要  旨 
 
 近年，福祉機器はアクチュエータなどを内蔵し,介護者や非介護者の負担を軽減
出来るようになった．しかし，それらの福祉機器は代わりに操作が必要になった
り，使用前に準備が必要であったりと煩わしい手順を踏まなくてはないという欠
点も抱えることになった．こうした福祉機器が増えていくと機器ごとに異なる操
作を覚えなくてはならず，高齢者にとって負担である． 
高齢者の自立生活を補助する福祉機器として電動式立ち上がり補助椅子があ
る．この椅子をマニュアル操作なしで適切な補助を行うようにすれば，利便性が
改善し，さらに今まで操作が不可能であった者でも利用することが可能になるこ
とが期待される．そこで，本研究では，電動式立ち上がり補助椅子に立ち上がる
意図を検出するシステムを実装し，操作や前準備なしで立ち上がり補助を受けら
れるようにした．人が立ち上がるときの初期動作を圧力センサで検出し，これを
立ち上がる意図と定義した．意図の検出は圧力センサの出力をニューラルネット
にパターン認識させる方法を用いた．圧力センサの出力からニューラルネットが
立ち上がり意図を検出した場合，立ち上がり補助椅子は補助動作を行う． 
しかし，上記の基本システムだけでは，人間には曖昧な動作が多く，また人に
よって動作が異なるため意図を検出するのは困難である．そこで，個人差を学習
して立ち上がり補助の初期動作の検出に活用するシステムと立ち上がり動作に類
似している動作を光センサを用いて見分ける補助システムを導入した．個人差を
学習するシステムは，ニューラルネットの学習パターンを追加して，ニューラル
ネットの引き込み領域を増大させる効果が期待出来る．光センサを用いて立ち上
がりに類似した動作を見分けるシステムは，椅子の背もたれと使用者の背中まで
の距離変化量を測定し，上半身の動きを検出する．以上を統合したシステムによ
り，人が立ち上がろうとしたときに，85%の割合でその意図を検出し，補助するこ
とに成功した． 
本論文では，提案する立ち上がり意図を検出するシステム付きの立ち上がり補
助椅子のシステム構成，意図検出のためのパターン認識手法について述べ，立ち
上がり動作の検出精度を改善するシステムの実験と評価について述べる． 
 
 
 
